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0)( pf が 21 ≦≦ p の範囲で実数解を持つ条件を考える。 

 

0)( pf が 21 ≦≦ p の範囲で 1つの実数解を持つとき 
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 ),( ts は、 stst 3,3  ≧≧ を満たす。 
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したがって 
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0)( pf が 21 ≦≦ p の範囲で 2つの実数解を持つとき(重解を含む) 
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以上①または②となる範囲を、 20 ≦≦s についてまとめると 
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対称性より、Dを図示すると右図の通り。 

境界線を含む。 
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